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《ふくしま産業復興投資促進特区制度》　　　　のお知らせ
　「東日本大震災復興特別区域法（復興特区法）」に基づき、福島県と県内59市町村が共同申請した「ふ

くしま産業復興投資促進特区（復興特区）」が平成24年4月20日に認定されました。この計画に基づいて

実施する復興推進事業については、税制の優遇措置が受けられます。

　東日本大震災からの復旧・復興を図るため、税制上の優遇措置等を活用することにより、製造業等の

企業の新たな設備投資等の事業拡大を促進し、被災者等の雇用の場を創出するものです。

（１）　福島県復興推進計画では、以下の７つの産業を復興推進事業の対象としています。

　　①輸送用機械関連産業　②電子機械関連産業　③情報通信関連産業　④医療関連産業

　　⑤再生可能エネルギー関連産業　⑥食品・飲料関連産業　⑦地域資源活用型産業

（２）　復興推進事業を行う事業者の方が、復興産業集積区域において、復興に寄与する事業（新規投資

　　や被災者雇用等）を行う場合には、復興特区法施行規則に基づく市の指定等を受けることにより、

　　税制の特例を受けることができます。

（３）　本市においては、復興産業集積区域として25か所（既存の工業団地等が所在する場所、工業専用

　　地域等の用途地域）の指定を受けました。

（１） 事業用設備等に係る特別償却又は税額控除（復興特区法第37条）  平成28年3月31日までの間に復

　　興産業集積区域内において取得等した事業用設備等について、特別償却または税額控除が受けられ

ます。

（２） 被災雇用者に対する給与等の法人税等の特別控除（復興特区法第38条） 復興産業集積区域内の事

　　業所における被災雇用者に対する給与等支給額の10%を、法人税等の税額の20%を限度として指定

　　後5年間控除が受けられます。

　　　※被災雇用者とは、平成23年3月11日 時点で特定被災区域内（県内全市町村）の事業所で勤務して

　　　　いた方等です

（３） 開発研究用資産の特例（復興特区法第39条）  平成28年3月31日までの間に、復興産業集積区域内

　において、開発研究用減価償却資産を取得した場合に即時償却できるとともに、12%の法人税等の

税額控除が受けられます。

（４） 新規立地促進税制（復興特区法第40条） 復興産業集積区域内において、新設される集積業種に係

　る法人は、指定後5年間課税が発生しないようにする特例が受けられます。

復興特区とは

福島県復興推進計画（復興特区）について

税制の特例について

》》　　　　のの

 

事業者の皆様へ事業者の皆様へ事業者の皆様へへ
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　　　ア　指定日から５年が経過する日までの期間内の日を含む各事業年度において、所得金額を限度

　　　　　として再投資等準備金として積み立てたときは、その積立金を損金の額に算入できます。

　　　イ　機械または建物等に再投資等を行った事業年度において、準備金残高を限度に特別償却がで

　　　　　きます（準備金の範囲で即時償却）。

　なお、（１）、（２）、（３）の税制特例については、いずれか選択適用となります。

　特区による特例の適用を受ける場合には、市の指定および認定が必要になります。基本的に以下の流

れにより行われます。

※認定書の交付をもって特例措置を受けられるものではありません。認定とは別に、税務署による税務

　上の審査が行われます。 

※申告方法等の詳細については国税庁ホームページをご覧ください。

　 　 商工課 企業立地推進室 ☎（24）5247

申請手続きについて

ふくしま産業復興投資促進特区制度の詳細、申請様式等については、喜多方市ホームページ
（商工課）において掲載していますので、ご覧ください。

①指定を受けようとする法人または個人事業者は、「指定事

業者事業実施計画」その他の事項等を記載した申請書を市

へ提出します。

　※指定申請書の様式は、特例ごとに異なりますので、適用

を希望する特例ごとに指定申請をする必要があります。

②市は、事業者からの申請に基づき、指定要件を満たしてい

るか審査の上、指定を行います。

③指定事業者は、指定に係る復興推進事業の実施状況、収支

決算等を記載した「実施状況報告書」を、事業年度終了後

１か月以内に市へ提出します。

④市は、指定に係る復興推進事業を適切に実施していると認

められる場合、指定事業者に対して復興推進事業の実施に

係る認定書を交付します｡

⑤指定事業者は、税制上の特例措置に係る確定申告を行いま

す。

市への指定事業者の指定申請

市の指定

指定に係る事業の実施

市による認定書の交付

税の申告

 問　 申
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１０
月
か
ら
、
熱
塩
加
納
地
区（
上
三
宮
・

松
山
地
区
の
一
部
を
含
む
）、
塩
川
地
区

に
お
い
て
、
予
約
型
乗
合
交
通
の
実
証
運

行
を
開
始
し
ま
す
。

熱
塩
加
納
地
区
の
実
証
運
行
開
始
に
よ

り
、
会
津
バ
ス
が
運
行
し
て
い
る
千
石
沢

線
、
夢
の
森
線
は
廃
止
と
な
り
ま
す
。

市
で
は
、
多
く
の
課
題
を
抱
え
る
公
共

交
通（
バ
ス
）の
見
直
し
を
図
る
た
め
、
喜

多
方
市
地
域
公
共
交
通
会
議
を
設
け
、
地

域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。
こ
の
計
画
に
基
づ
き
バ
ス
路
線
を

再
編
し
、
昨
年
９
月
か
ら
新
し
い
公
共
交

通
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
予
約
型
乗
合
交
通
を

山
都
地
区
、高
郷
地
区
に
導
入
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
２５
年
４
月
に
は
、
旧
喜
多

方
地
区
で
も
予
約
型
乗
合
交
通
の
実
証
運

行
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
な
ど
小
型
の
車
両

を
使
用
し
、
利
用
者
か
ら
の
予
約
を
受
け

て
自
宅
な
ど
と
目
的
地（
指
定
の
乗
降
場

所
）の
間
を
乗
り
合
い
で
送
迎
す
る
も
の
で

す
。

◆
運
行
エ
リ
ア

○
熱
塩
加
納
地
区
…
２
エ
リ
ア

○
塩
川
地
区
…
２
エ
リ
ア

◆
運
行
期
間

１０
月
１
日
か
ら
平
成
２５
年
３
月
２９
日
ま
で

◆
利
用
料
金

○
大
人（
中
学
生
以
上
）４
０
０
円（
回
数

券
の
利
用
で
１
回
あ
た
り
３
５
０
円
）

○
子
ど
も（
小
学
生
以
下
）２
５
０
円（
未

就
学
児
は
、
保
護
者
同
伴
で
１
人
無
料
）

※
利
用
料
金
は
現
金
ま
た
は
回
数
券
で
お

支
払
い
く
だ
さ
い
。

※
回
数
券（
２０
枚
綴
り
７
０
０
０
円
な
ど
）

は
、
車
内
、
運
行
事
業
者
の
営
業
所
、
塩

川
駅
、
山
都
駅
、
荻
野
駅
、
企
画
政
策
課
、

各
総
合
支
所
住
民
課
で
販
売
し
ま
す
。

◆
運
行
事
業
者

○
熱
塩
加
納
地
区

熱
塩
エ
リ
ア
…
会
津
乗
合
自
動
車
㈱

加
納
エ
リ
ア
…
八
七
一
タ
ク
シ
ー
㈲

○
塩
川
地
区

東
エ
リ
ア
…
会
津
通
商
㈱（
葵
観
光
タ

ク
シ
ー
）

西
エ
リ
ア
…
塩
川
タ
ク
シ
ー
㈱

◆
そ
の
他

運
行
地
区
の
方
に
は
、後
日
、

詳
細
な
内
容
を
示
し
た
利
用
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
配
布
し
ま
す
。

企
画
政
策
課
政
策
推
進
班

☎（
２４
）５
２
０
８

予
約
型
乗
合
交
通
と
は
…

問

10月１日
実証運行開始
予約型乗合交通
熱塩加納地区
塩川地区

◆運行方法 利用者の自宅と指定乗降場所の間を乗り合いで運行します。

◆予約方法
　ご利用の際は、必ず電話予約が必要です。

　　受付時間：午前9時～午後4時

　　　　　　　（土日、祝日、12月29日～1月3日は休みです）

※乗車日の１か月前から利用日の前日の午後４時まで予約ができます。

　利用者登録をしておくと予約が簡単になります。

　定期的な利用の予約は、受付センターにご相談ください。

受付センター　☎ 0241（27）4455

※指定乗降場所は、市で定めた駅、学校、病院、農協、スーパーなどです。

熱塩加納地区
▲上り　熱塩・加納方面（自宅）　⇒　喜多方市街地方面（指定乗降場所）
▽下り　喜多方市街地方面（指定乗降場所）　⇒　熱塩・加納方面（自宅）

塩川地区
▲上り　東西集落方面（自宅）　　⇒　　塩川市街地方面（指定乗降場所）
▽下り　塩川市街地方面（指定乗降場所）　　⇒　　東西集落方面（自宅）

（例）

Ａさん宅 Ｂさん宅 指定乗降場所 指定乗降場所

予約のポイント

○何月何日の第何便に乗るか、

乗る場所・降りる場所はどこか、

帰りの便はどうするかを

決めてから電話しましょう。

○予約の際に伝えられた

お迎えの時間をしっかり

メモしましょう。
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◆運行時刻表
　 ※自宅･指定乗降場所からの出発時刻は、予約の際に受付センターからお知らせします。

【熱塩加納地区】熱塩エリア・加納エリア共通　月～金運行　（土日、祝日、12月29日～1月3日は運休）

【塩川地区】東エリア・西エリア共通　月・火・金運行　（水木土日、祝日、12月29日～1月3日は運休）

○駅到着の時刻が優先されますので、予約の状況や道路事情により目的地までの所要時間は変わります。

便名 出発地 出発時刻 到着時刻 到着地
JR喜多方駅接続列車

会津若松方面 野沢方面

第１便
熱塩・加納方面
（自宅） ※ 7：50 喜多方駅 8：31 8：31

第２便 喜多方駅 8：20
熱塩・加納方面
（自宅）

7：58
喜多方止り

第３便
熱塩・加納方面
（自宅） ※ 10：20 喜多方駅

10：26

第４便 喜多方駅 10：40
熱塩・加納方面
（自宅）

10：19
喜多方止り

第５便
熱塩・加納方面
（自宅） ※ 13：20 喜多方駅 13：46

13：25

第６便 喜多方駅 13：30
熱塩・加納方面
（自宅）

第７便 喜多方駅 15：20
熱塩・加納方面
（自宅）

14：50

第８便
熱塩・加納方面
（自宅） ※ 17：30 喜多方駅

17：43

第９便 喜多方駅 17：50
熱塩・加納方面
（自宅）

17：37
喜多方止り

便名 出発地 出発時刻 到着時刻 到着地
JR塩川駅接続列車

会津若松方面 野沢方面

第１便
東・西集落方面
（自宅） ※ 6:50 塩川駅 7:04 7:04

第２便
東・西集落方面
（自宅） ※ 8:00 塩川駅 8:38 8:24

第３便
東・西集落方面
（自宅） ※ 10:00 塩川駅 10:32 10:07

第４便 塩川駅 11:50
東・西集落方面
（自宅）

11:44 11:11

第５便 塩川駅 13:25
東・西集落方面
（自宅）

13:17

第６便
東・西集落方面
（自宅） ※ 15:50 塩川駅 16:00

第７便 塩川駅 17:55
東・西集落方面
（自宅）

17:48 17:31

第８便 塩川駅 19:00
東・西集落方面
（自宅）

18:44 18:44
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O
ne for all,all for one.

  

喜
多
方
市
立
高
郷
中
学
校
三
年

佐
藤

明
梨

今
か
ら
二
年
ほ
ど
前
の
夏
。
私
た
ち
の
所
属
し
て
い
た
ソ
フ
ト
部
は
休
部
と
な
り
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

部
と
し
て
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
に
、
三
年
生
の
先
輩
方
は
引
退
し
て
い
き
ま
し
た
。
で
も
、
三
年
生
が
引
退
し
残
っ

た
の
は
、
私
一
人
だ
け
。
こ
れ
か
ら
は
部
員
一
人
で
の
部
活
動
が
ス
タ
ー
ト
す
る
の
で
す
。

ソ
フ
ト
部
か
ら
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
に
入
部
す
る
際
、
そ
の
事
を
覚
悟
し
て
入
部
し
た
は
ず
な
の
に
、

実
際
一
人
に
な
る
と
不
安
ば
か
り
で
、
ど
ん
ど
ん
時
間
が
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。
時
に
は
一
人
で
心
細

く
、
部
活
を
す
る
の
が
嫌
な
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
私
一
人
だ
け
の
た
め
に
、
熱
心
に
教
え
て
く

だ
さ
る
先
生
。
受
験
勉
強
で
い
そ
が
し
い
は
ず
な
の
に
、
引
退
し
な
が
ら
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ

た
先
輩
。
そ
う
や
っ
て
支
え
て
く
れ
た
た
く
さ
ん
の
存
在
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
新
人
戦
も
終
わ
り
少
し
落
ち
つ
い
た
時
期
、
顧
問
で
あ
る
先
生
が
せ
き
ず
い
の
け
が
を
し
、

長
く
入
院
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
先
生
だ
け
で
は
な
く
、
先
輩
方
も
受
験
が
近
づ
い
て
き
た

の
で
、
一
人
で
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

た
っ
た
一
人
で
ネ
ッ
ト
を
立
て
、
打
っ
て
も
打
っ
て
も
返
っ
て
こ
な
い
シ
ャ
ト
ル
。
ど
ん
な
に
頑
張

っ
て
も
い
い
か
げ
ん
に
や
っ
て
も
一
人
。
お
こ
ら
れ
た
こ
と
も
は
げ
ま
さ
れ
た
こ
と
も
、
す
べ
て
が
か

け
が
え
の
な
い
こ
と
だ
っ
た
ん
だ
と
気
づ
き
、
さ
び
し
く
て
、
つ
ら
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。「
も

う
、
や
め
た
い
。」
そ
う
思
う
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

す
る
と
、
一
人
で
や
っ
て
い
る
私
に
、
他
の
先
生
方
が
協
力
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
土
、
日
の
練

習
は
校
長
先
生
が
顧
問
を
、
地
域
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
の
方
、
そ
し
て
、
私
の
両
親
も
、
た
く
さ

ん
の
人
が
応
援
し
て
く
れ
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
方
々
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
最
後
の
中
体
連
に
向
け

前
向
き
な
気
持
ち
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
、
あ
る
日
、
部
活
動
用
黒
板
に

「O
ne for all,all for one.

」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
最
初
に
見
た
と
き
は
よ
く
分
か
ら
ず
、
あ
ま
り
気
に
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
で
も
妙
に
心
に
残
る
言
葉
で
し
た
。

あ
る
日
、
教
科
書
を
パ
ラ
パ
ラ
め
く
っ
て
い
る
と
、
あ
る
ペ
ー
ジ
で
手
が
と
ま
り
ま
し
た
。
そ
こ
に

あ
っ
た
の
は
、「
一
人
は
み
ん
な
の
た
め
に
、
み
ん
な
は
一
人
の
た
め
に
。」
あ
の
言
葉
の
日
本
語
の
意

味
で
し
た
。
あ
、
こ
れ
は
ま
さ
に
、
今
の
私
に
と
っ
て
忘
れ
て
は
い
け
な
い
言
葉
だ
、
と
思
い
ま
し
た
。

で
も
、
私
は
み
ん
な
の
た
め
に
何
か
で
き
て
い
る
だ
ろ
う
か
、
何
も
で
き
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、

そ
し
て
、
私
に
で
き
る
こ
と
は
な
ん
だ
ろ
う
か
、
そ
ん
な
思
い
に
か
ら
れ
ま
し
た
。

中
体
連
ま
で
あ
と
二
ヶ
月
ぐ
ら
い
の
時
、
け
が
を
し
て
い
た
先
生
が
復
活
。
腕
の
痛
み
を
我
慢
し
な
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学
生
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小
５
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大
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靖
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三
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菅
井
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６
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中
学
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中
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中
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中
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中
３
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井
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会

北
中
３
年
）、
松
崎
咲
里（
第
三
中
３
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中
３
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庭
の
日
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▽
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秀
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納
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２
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優
秀
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小
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年
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代
真
斗（
第
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小
３
年
）、
橋
谷
田
早
希（
第
三
小
５

年
）、
瓜
生
洋
介（
慶
徳
小
３
年
）、
岩
下
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加
納
小
５
年
）、
山
内
ひ
な
た（
塩
川

小
６
年
）、
弦
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４
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）、齋
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５
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高
郷
小
６
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学
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涯
学
習
係
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平
成
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年
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「
少
年
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主
張
喜
多
方
市

大
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」
が
７
月
２８
日
熱
塩
加
納
会
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
か
ら
作
文
審
査
を
経
て
選
ば
れ
た

小
学
生
１０
人
、
中
学
生
１１
人
の
主
張
発
表

お
よ
び
表
彰
と
、「
家
庭
の
日
」ふ
れ
あ
い

標
語
優
秀
作
品
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
張
審
査
結
果
お
よ
び
標
語
優
秀
者

は
、次
の
と
お
り
で
す
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敬
称
略
・
発
表
順
）
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秀
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猪
狩
明
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菜（
高
郷
小
６
年
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齋
藤
明
郁

（
第
二
小
６
年
）、
夏
井
麻
衣（
第
一
小
６

年
）

▽
優
秀
賞

伊
藤
潤
香（
第
一
小
６
年
）、猪
俣
美
月（
駒

〜

表
し
ま
し
た

自
ら
の
考
え
を
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々
とと
発
表

〜
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成
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喜
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」

年
度「
少
年
のの
主

問問
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が
ら
指
導
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
後
の
中
体
連
。
あ
の
言
葉
と
今
ま
で
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
だ
さ
っ
た
方
た
ち
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
も
込
め
て
、
力
強
く
丁
寧
に
打
ち
ま
し
た
。
結
果
は
六
位
。

全
会
津
出
場
が
決
定
。
学
校
に
帰
り
先
生
方
に
報
告
。
す
る
と
先
生
方
が
笑
顔
で
「
お
め
で
と
う
。」

と
言
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
笑
顔
を
見
て
、
は
っ
き
り
と
気
づ
き
ま
し
た
。「O

ne for all,all
for one.

」
こ
の
結
果
は
み
ん
な
か
ら
も
ら
っ
た
も
の
だ
と
。
喜
び
が
こ
み
あ
げ
て
き
ま
し
た
。

私
は
、
た
っ
た
一
人
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
員
だ
っ
た
こ
と
を
心
か
ら
誇
り
に
思
い
ま
す
。
部
員
一
人

の
部
活
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
人
が
支
え
て
く
れ
る
温
か
い
気
持
ち
、
感
謝
す
る
こ
と
の
大
切
さ
、
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
学
び
、
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
一
人
で
は
な
い
。「O

ne for all,all
for one.

」
今
ま
で
支
え
て
く
れ
た
た
く
さ
ん
の
人
へ
の
感
謝
を
胸
に
、
こ
れ
か
ら
も
私
が
誰
か
の
た

め
に
で
き
る
こ
と
を
探
し
て
、
多
く
の
人
を
笑
顔
に
し
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
の
日
か
ら

  
喜
多
方
市
立
第
二
中
学
校
三
年

佐
藤

優
菜

「
三
・
一
一
」
あ
の
日
の
事
は
、
一
年
以
上
た
っ
た
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

ペ
ッ
ト
の
う
さ
ぎ
が
突
然
騒
ぎ
出
し
た
直
後
、
い
き
な
り
何
か
が
落
ち
た
様
な
音
が
し
て
大
き
く
揺

れ
出
し
た
家
。
バ
ラ
バ
ラ
と
落
ち
て
割
れ
る
食
器
、
倒
れ
て
く
る
テ
レ
ビ
や
タ
ン
ス
。
裸
足
で
表
に
飛

び
出
し
、
立
っ
て
る
事
さ
え
出
来
な
く
し
ゃ
が
み
こ
ん
だ
事
。
何
か
が
迫
っ
て
く
る
様
な
大
き
な
音
、

飛
び
は
ね
る
大
型
車
、
亀
裂
が
入
る
地
面
。
私
は
こ
の
時
、
飯
舘
村
に
あ
る
自
分
の
家
に
い
ま
し
た
。

あ
の
時
、
沿
岸
部
に
仕
事
に
行
っ
た
母
が
津
波
に
遭
い
は
し
な
い
か
と
、
と
て
も
心
配
だ
っ
た
事
、
電

話
も
電
気
も
テ
レ
ビ
も
使
え
ず
、
ラ
ジ
オ
か
ら
の
情
報
し
か
入
ら
な
か
っ
た
事
、
い
く
つ
か
の
偶
然
が

重
な
り
母
や
一
緒
に
い
た
大
切
な
人
達
が
無
事
だ
っ
た
事
な
ど
、
あ
の
時
は
何
が
何
だ
か
分
か
ら
な
か

っ
た
は
ず
な
の
に
そ
の
時
の
光
景
が
頭
か
ら
離
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
後
、
事
情
が
よ
く
分
か
ら
な
い
ま
ま

に
喜
多
方
市
に
避
難
し
、
不
安
を
抱
え
た
ま
ま
人
生
初
の
転
校
。
い
ろ
ん
な
事
が
不
安
で
誰
か
に
声
を

か
け
る
事
も
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
み
ん
な
笑
顔
で
、
暗
く
一
人
だ
っ
た
私
に
声
を
か
け
て
、

み
ん
な
の
輪
の
中
に
入
れ
て
く
れ
ま
し
た
。
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

あ
れ
か
ら
半
年
近
く
た
っ
た
十
月
頃
、
家
族
で
思
い
出
が
た
く
さ
ん
つ
ま
っ
た
場
所
を
一
度
見
て
こ

よ
う
と
い
う
事
に
な
り
原
町
や
相
馬
市
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
小
さ
い
頃
か
ら
遊
ん
で
い
た
公
園
は
使

用
禁
止
。
潮
水
を
か
ぶ
っ
て
さ
び
て
い
ま
し
た
。
毎
年
私
の
誕
生
日
に
来
て
い
た
海
水
浴
場
は
、
半
分

は
海
に
沈
み
、
あ
ち
こ
ち
の
土
が
え
ぐ
り
取
ら
れ
、
楽
し
か
っ
た
場
所
の
面
影
が
み
じ
ん
も
あ
り
ま
せ

ん
。
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
や
砂
の
芸
術
で
楽
し
ん
だ
場
所
は
、
大
き
な
鉄
骨
の
建
物
が
一
つ
あ
る
だ

け
で
、
何
の
温
か
さ
も
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
原
町
は
、
き
つ
い
潮
と
何
か
が
腐
っ
た
様
な
匂
い

が
漂
う
何
も
な
い
場
所
に
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
所
ど
こ
ろ
に
海
を
見
て
ボ
ー
ッ
と
す
る
人
が
い
ま
し

た
。
私
も
海
を
見
ま
し
た
。
私
は
こ
の
変
わ
り
は
て
た
風
景
と
、
飯
舘
村
に
住
ん
で
い
た
こ
ろ
ず
っ
と

親
友
だ
と
思
っ
て
い
た
友
達
と
心
の
距
離
感
が
で
き
て
し
ま
っ
た
事
で
、
自
分
と
は
何
か
、
何
を
す
べ

き
か
が
分
か
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
ふ
と
、「
死
に
た
い
。」
と
口
に
し
ま
し
た
。

私
の
様
子
を
見
て
、
母
は
「
今
ま
で
ど
れ
だ
け
い
ろ
ん
な
人
の
世
話
に
な
っ
た
の
？
」
と
問
い
か
け

て
く
れ
ま
し
た
。
思
え
ば
あ
の
震
災
の
後
、
今
に
い
た
る
ま
で
、
い
と
こ
の
家
、
親
せ
き
の
家
、
上
司

の
家
、
そ
の
他
に
も
数
え
き
れ
な
い
人
に
お
世
話
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
、
母
は
一
生
懸
命
い
ろ

ん
な
も
の
か
ら
守
っ
て
く
れ
ま
し
た
。「
飯
舘
に
い
た
時
、
淋
し
い
思
い
を
し
な
く
て
済
ん
だ
の
は
、

そ
の
友
達
が
い
た
か
ら
で
し
ょ
？
そ
れ
に
、
た
く
さ
ん
亡
く
な
っ
た
人
が
い
る
中
で
、
奇
跡
的
に
生
き

ら
れ
た
私
達
は
こ
こ
で
立
ち
止
ま
っ
ち
ゃ
だ
め
。
自
分
だ
け
が
つ
ら
い
ん
じ
ゃ
な
い
。
生
き
た
く
て
も

生
き
ら
れ
な
か
っ
た
人
に
申
し
訳
な
い
か
ら
、
死
に
た
い
と
か
軽
く
言
う
ん
じ
ゃ
な
い
。」
と
言
っ
て
、

私
を
暗
い
所
か
ら
助
け
て
く
れ
ま
す
。

私
は
い
ろ
ん
な
人
に
生
か
さ
れ
て
い
て
、
い
ろ
ん
な
人
に
支
え
ら
れ
て
、
い
ろ
ん
な
人
に
見
守
ら

れ
て
こ
こ
ま
で
来
た
の
で
す
。
今
回
の
地
震
で
、
私
は
友
達
、
家
、
故
郷
、
住
む
場
所
、
学
校
、
思

い
出
の
場
所
な
ど
、
大
切
な
も
の
を
た
く
さ
ん
失
い
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
に
も
必
ず
失
っ
た
も
の
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
中
に
は
私
よ
り
も
大
変
な
思
い
を
し
て
い
る
人
も
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
失
っ

た
も
の
が
大
き
く
て
も
小
さ
く
て
も
、
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
る
人
は
た
く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
人
達
に
、
私
は
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。「
つ
ら
い
思
い
を
し
た
か
ら
っ
て
、
そ
こ
で
あ
き
ら

め
た
ら
い
け
な
い
。」
立
ち
止
ま
る
な
と
は
言
い
ま
せ
ん
。
疲
れ
た
時
は
立
ち
止
ま
っ
て
休
ん
で
い
い

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
必
ず
前
に
進
ん
で
強
く
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
無
理
せ
ず
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
。
笑
い
、
た
ま
に
涙
を
流
し
な
が
ら
。
そ
れ
が
私
達
生
か
さ
れ
た
者
の
使
命
だ
と

思
い
ま
す
。

私
は
今
、
い
ろ
ん
な
人
の
お
か
げ
で
、
と
て
も
幸
せ
に
生
き
て
い
ま
す
。

心
の
支
え

喜
多
方
市
立
第
二
中
学
校
三
年

高
橋

杏
香

「
も
う
学
校
な
ん
て
行
き
た
く
な
い
」

私
は
小
学
校
二
年
生
に
な
る
時
に
湯
川
か
ら
喜
多
方
へ
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
転
校
し
て
ま
だ
落

ち
着
い
た
生
活
が
で
き
な
い
頃
、「
や
っ
ぱ
り
前
の
場
所
に
戻
り
た
い
な
あ
」
と
思
う
こ
と
が
時
々
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
新
し
い
生
活
に
慣
れ
よ
う
と
私
な
り
に
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
、
私
は
「
転
校
生
だ
か
ら
…
」
と
い
う
理
由
で
、
男
の
子
二
，
三
人
か
ら
嫌
が
ら
せ
を
受

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
の
ペ
ン
が
筆
箱
か
ら
な
く
な
り
、
水
槽
の
中
に
入
れ
ら
れ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
給
食
に
出
さ
れ
た
も
の
を
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
さ
れ
、
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
当
時
の
私
は
、
そ
ん
な
現
実
に
た
え
ら
れ
な
く
て
、
つ
ら
く
て
、
悲
し
く
て
、
た
だ
た
だ
泣

く
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
時
、
同
じ
ク
ラ
ス
の
女
の
子
が
、
嫌
が
ら
せ
を
止
め
よ
う
と

し
て
く
れ
ま
し
た
。「
や
め
な
よ
」と
。
そ
の
子
は
た
っ
た
一
人
で
、私
を
守
ろ
う
と
し
て
い
た
の
で
す
。

い
つ
の
間
に
か
そ
の
子
も
私
と
一
緒
に
泣
い
て
い
ま
し
た
。
私
は
そ
の
姿
を
見
た
時
、「
こ
ん
な
に
優

し
く
強
い
子
が
私
の
近
く
に
は
い
る
ん
だ
」
と
、
と
て
も
温
か
い
気
持
ち
に
な
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
。

　　　    平成24年度 少年の主張喜多方大会



広報きたかた　2012.9 ◯8

れ
ま
し
た
。
沖
縄
は
自
然
が
豊
か
で
独
特
の
文
化
の
あ
る
、本
当
に
素
敵
な
所
だ
と
私
は
思
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

二
日
目
の
体
験
で
私
た
ち
は
、
沖
縄
の
戦
争
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。
実
際
に
戦
争
で
使
わ
れ
て

い
た
、
岩
で
で
き
た
ト
ン
ネ
ル
の
よ
う
な
ガ
マ
に
入
り
、
暗
闇
体
験
を
し
た
り
資
料
館
に
行
っ
て
体
験

談
を
読
ん
だ
り
し
ま
し
た
。
私
は
「
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ん
だ
」
と
、
そ
の
一
言
で
済
ま
せ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ホ
テ
ル
に
戻
り
実
際
に
戦
争
に
加
わ
っ
た
方
の
戦
争
講
話
を
聞
い
た
時
は
「
こ

ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ん
だ
」
の
一
言
で
済
ま
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

当
時
、
私
と
同
じ
年
で
、
ひ
め
ゆ
り
部
隊
と
い
う
け
が
を
し
た
兵
隊
さ
ん
の
手
当
て
を
す
る
仕
事
が

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
ひ
め
ゆ
り
部
隊
は
、
ひ
め
ゆ
り
女
学
生
と
し
て
普
通
に
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
女
学
生
た
ち
が
、
簡
単
な
手
当
て
の
仕
方
し
か
教
わ
っ
て
な
い
状
態
で
戦
場
へ
行
き
、

大
け
が
を
し
た
兵
隊
さ
ん
の
手
当
て
を
す
る
の
で
す
。
も
し
私
が
そ
の
場
に
立
っ
た
と
考
え
る
と
、
言

葉
で
は
表
せ
な
い
ほ
ど
の
不
安
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
何
も
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
た

だ
立
っ
て
い
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い
ら
れ
る
状
況

で
は
な
く
、
お
国
の
た
め
に
一
秒
で
も
早
く
手
当
て
を
し
、
闘
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

看
病
し
て
も
看
病
し
て
も
兵
隊
さ
ん
は
増
え
る
一
方
で
、
休
憩
も
寝
る
時
間
も
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

戦
争
が
長
引
い
た
た
め
、
食
料
も
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
き
ピ
ン
ポ
ン
玉
く
ら
い
の
大
き
さ
の
ご
飯
を

食
べ
ら
れ
れ
ば
良
い
方
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
お
水
も
な
か
な
か
汲
む
こ
と
が
で
き
ず
、
雨
水
が
溜
ま
っ

た
泥
水
を
飲
む
こ
と
し
か
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
ご
飯
は
患
者
さ
ん
が
優
先
な
の
で
、
寝
る
間
も
惜
し

ん
で
働
い
て
い
る
女
学
生
が
食
事
を
取
れ
な
い
の
は
、
と
て
も
辛
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
そ
の

ピ
ン
ポ
ン
玉
以
上
の
ご
飯
を
平
気
で
残
し
て
し
ま
う
時
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
話
を
聞
い
て
か
ら
残
す
の

が
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
手
当
て
は
ガ
マ
で
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
、
狭

い
空
間
の
中
で
何
人
も
の
兵
隊
さ
ん
を
看
病
し
て
い
た
た
め
自
分
た
ち
が
寝
る
こ
と
が
で
き
る
場
所

は
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
も
ち
ろ
ん
布
団
で
眠
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
少
し
の
休
憩
を
も
ら
っ
て
も

仮
眠
さ
え
と
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
す
。
ガ
マ
に
ず
っ
と
い
て
も
食
料
や
水
が
な
く
な
る
だ
け
で

す
。
ひ
め
ゆ
り
部
隊
は
ガ
マ
か
ら
危
険
な
外
に
出
て
、
水
を
汲
み
に
行
き
ま
す
。
水
汲
み
は
一
日
三
回

行
っ
た
そ
う
で
す
。
途
中
、
爆
弾
が
目
の
前
に
落
ち
る
こ
と
も
あ
る
の
で
危
険
と
闘
い
な
が
ら
水
を
汲

み
に
行
き
ま
す
。
時
に
は
、
大
切
な
友
達
が
目
の
前
で
爆
弾
に
よ
っ
て
死
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の

で
す
。
そ
ん
な
命
に
か
か
わ
る
大
き
な
仕
事
を
私
と
同
じ
年
の
子
が
や
っ
て
い
る
と
思
う
と
、
す
ご
く

辛
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

私
は
学
校
が
好
き
で
す
。
友
達
に
会
え
る
こ
と
、
み
ん
な
と
一
緒
に
勉
強
で
き
る
こ
と
。
そ
ん
な
楽

し
い
学
校
に
女
学
生
は
行
け
な
か
っ
た
の
で
す
。
学
校
に
行
け
る
こ
と
も
、
眠
れ
る
こ
と
も
当
た
り
前

だ
と
思
っ
て
い
た
私
は
、
こ
の
修
学
旅
行
で
本
当
に
大
切
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
こ
の
他
に
も
当
た

り
前
じ
ゃ
な
い
こ
と
は
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
あ
り
ま
す
。

す
べ
て
当
た
り
前
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。
私
は
ひ
め
ゆ
り
部
隊
の
方
々
か
ら
、
そ
の
言
葉
を
学
び
ま
し

た
。
そ
し
て
、
今
こ
う
し
て
日
々
の
生
活
が
送
れ
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
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そ
の
後
、
何
度
か
嫌
が
ら
せ
を
受
け
ま
し
た
が
、
そ
の
子
の
お
か
げ
で
、
学
校
に
行
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
学
校
に
行
け
ば
「
お
は
よ
う
」
と
優
し
く
声
を
か
け
て
く
れ
た
り
、
図
工
の
時
間
、「
一
緒

に
作
ろ
う
よ
」
と
、
私
を
誘
っ
て
く
れ
た
り
し
ま
し
た
。
そ
し
て
家
に
帰
れ
ば
、
家
族
の
た
め
に
毎
日
、

汗
水
流
し
て
働
い
て
い
る
母
。
母
は
ど
ん
な
に
仕
事
が
忙
し
く
と
も
、
つ
ら
そ
う
な
姿
を
一
度
も
見
せ

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
時
も
明
る
く
、
一
生
懸
命
な
母
の
姿
に
、
私
は
い
つ
も
勇
気
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
祖
母
。
小
学
校
の
頃
、
学
校
が
終
わ
る
と
私
は
祖
母
の
家
に
帰
っ
て
い
ま
し
た
。

祖
母
は
学
校
か
ら
帰
っ
て
き
た
私
を
い
つ
も
笑
顔
で
「
お
か
え
り
。」
と
温
か
く
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

忙
し
い
母
に
代
わ
っ
て
夕
食
を
作
っ
て
く
れ
た
こ
と
も
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
友
達
、
家
族
の

存
在
が
私
の
心
の
支
え
と
な
り
、
大
き
な
勇
気
へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。「
も
う
学
校
な
ん
て
行
き
た

く
な
い
」
と
思
っ
て
い
た
私
を
、「
私
は
一
人
じ
ゃ
な
い
ん
だ
」
と
、
前
向
き
な
気
持
ち
に
さ
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

私
は
こ
の
時
の
経
験
か
ら
、
周
り
の
人
の
支
え
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
の
好
き

な
言
葉
に「
支
え
る
か
ら
人
な
ん
だ
。
支
え
ら
れ
る
か
ら
人
な
ん
だ
」と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。「
人
」

と
い
う
漢
字
が
、
大
き
い
人
と
小
さ
い
人
が
支
え
合
っ
て
見
え
る
よ
う
に
、
強
い
人
も
弱
い
人
も
、
大

人
も
子
供
も
、
周
囲
の
人
に
支
え
ら
れ
て
生
き
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
小
学
校
二
年
生
の
女
の
子

の
、
勇
気
あ
る
言
葉
と
行
動
が
そ
の
後
の
私
を
支
え
た
よ
う
に
、
小
さ
な
子
供
に
も
人
を
支
え
る
力
は

あ
る
と
思
い
ま
す
。

私
達
中
学
生
ぐ
ら
い
に
な
る
と
、
周
り
の
安
易
な
雰
囲
気
に
流
さ
れ
た
り
、
そ
の
場
の
楽
し
さ
だ
け

に
心
を
奪
わ
れ
た
り
、
自
分
の
こ
と
し
か
考
え
な
い
行
動
を
と
っ
た
り
す
る
場
面
が
、
残
念
な
が
ら
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
私
達
は
も
っ
と
、
他
の
人
の
立
場
に
立
っ
て
行
動
し
た
り
、
人
数
が
少
な
く
て
も

正
し
い
行
動
を
貫
い
た
り
、
い
つ
も
笑
顔
で
一
生
懸
命
に
生
き
た
り
す
る
こ
と
が
、
誰
か
の
支
え
に
な

っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
自
身
、
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
人
の
支
え
を
受
け
て
生
き
て
い

く
こ
と
で
し
ょ
う
。
同
時
に
私
も
家
族
や
周
り
の
人
の
心
の
支
え
と
な
れ
る
よ
う
に
、
い
つ
も
笑
顔
で

一
生
懸
命
に
生
き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
温
か
な
人
間
関
係
を
、
も
っ
と
も
っ
と
広
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
誰
か
の
支
え
と
な
れ
る
よ
う
、
笑
顔
を
忘
れ
ず
に
、
一
生
懸
命

そ
し
て
力
強
く
生
き
て
く
だ
さ
い
。

当
た
り
前
じ
ゃ
な
い

喜
多
方
市
立
塩
川
中
学
校
三
年

高
畑

恵
莉

み
な
さ
ん
は
、
ご
飯
を
食
べ
ら
れ
る
こ
と
が
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
お
布
団
で
眠
れ

る
こ
と
、
学
校
に
行
け
る
こ
と
、
友
達
に
会
え
る
こ
と
、
す
べ
て
を
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん

か
。
私
は
、
ず
っ
と
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
今
こ
う
し
て
当
た
り
前
の
よ
う
に
暮

ら
し
て
い
ら
れ
る
こ
と
に
感
謝
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
ん
だ
と
私
は
学
び
ま
し
た
。

私
は
四
月
に
修
学
旅
行
で
沖
縄
に
行
き
ま
し
た
。
沖
縄
の
自
然
は
あ
ま
り
に
も
き
れ
い
で
言
葉
を
失

っ
て
し
ま
い
そ
う
で
し
た
。
着
い
た
そ
の
日
は
、
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
し
、
沖
縄
の
文
化
に
つ
い
て
触
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 市政トピックス

８
月
１７
日
、
共
和
電
機
製
作
所（
本
社

湯
川
村
）は
、
喜
多
方
市
慶
徳
町
松
舞
家

地
内
に
喜
多
方
第
二
工
場
を
建
設
す
る
た

め
の
地
鎮
祭
を
行
い
ま
し
た
。
写
真
は
安

全
を
祈
っ
て
鍬
入
れ
を
す
る
共
和
電
機
製

作
所
須
田
社
長
と
山
口
市
長
で
す
。

こ
の
誘
致
は
、
ふ
く
し
ま
産
業
復
興
企

業
立
地
補
助
金
を
活
用
し
た
も
の
で
、
市

内
で
の
雇
用
確
保
に
向
け
大
き
な
期
待
が

持
た
れ
て
い
ま
す
。

商
工
課
企
業
立
地
推
進
室

☎（
２４
）５
２
４
７

雇
用
確
保
に
向
け
要
請
書
を
提
出

７
月
３０
日
、
市
で
は
、
副
市
長
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
者
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
喜
多

方
と
の
合
同
で
「
来
春
高
卒
予
定
者
の
雇

用
確
保
に
協
力
を
求
め
る
要
請
書
」
を
会

津
喜
多
方
商
工
会
議
所
・
き
た
か
た
商
工

会
お
よ
び
日
吉
工
業
株
式
会
社
へ
提
出
し

ま
し
た
。
今
後
と
も
地
元
就
職
希
望
者
の

就
職
を
支
援
す
る
た
め
、
市
内
の
事
業
所

な
ど
に
対
し
、
雇
用
助
成
金
な
ど
を
活
用

し
て
雇
用
の
拡
大
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

商
工
課
雇
用
対
策
室

☎（
２４
）５
２
３
３

問問問問

●
来
年
度
に
向
け
た
新
規
高
卒
者
雇
用
確
保
要
請
行
動

「
ふ
く
し
ま
産
業
復
興
企
業
立
地
補
助
金
」の
活
用

●
共
和
電
機
製
作
所
喜
多
方
第
二
工
場
の
建
設

平
成
２４
年
度
水
道
利
用
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
が
行
わ
れ
、
市
内
８
校
か
ら
２
７

７
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
入
賞
作
品
３６

点
が
決
ま
り
ま
し
た
。

表
彰
式
は
７
月
１８
日
、
保
健
セ
ン
タ
ー

大
会
議
室
で
行
わ
れ
、
最
優
秀
賞
の
大
野

有
希
さ
ん
、
優
秀
賞
の
飯
野
咲
妃
さ
ん
、

渡
部
玲
さ
ん
、
大
河
原
貴
雪
さ
ん
が
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）

▽
最
優
秀
賞
＝
大
野
有
希
（
上
三
宮
小
６

年
）

▽
優
秀
賞
＝
上
野
祐
太
、
大
越
和
（
第
一

小
４
年
）、
飯
野
咲
妃
、
渡
部
玲
（
上
三
宮

小
６
年
）、
大
河
原
貴
雪
（
慶
徳
小
６
年
）

問

最
優
秀
賞
は
大
野
有
希
さ
ん（
上
三
宮
小
学
校
）

水
道
利
用
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

問問問問問問問問問問問問問 ▽
入
選
＝
吉
田
侑
可
、
五
十
嵐
彩
希
子
、

木
村
文
音
、
穴
澤
航
志
、
渡
部
温
大
、
原

聖
治
、
齋
藤
遥
、
斎
藤
優
芽
、
植
草
朱
梨
、

川
邉
有
希
乃
、
板
橋
香
凜
、
金
子
未
翔
子
、

宮
内
詠
吉
、
村
澤
琳
、
小
澤
周
（
第
一
小

４
年
）、
佐
藤
靖
乃
、
安
部
愛
菜
、
遠
藤
翔

（
上
三
宮
小
６
年
）、
小
檜
山
怜
奈
（
第
三

小
５
年
）、
安
部
花
梨
、
小
椋
愛
美
、
高
橋

結
衣
（
関
柴
小
４
年
）、
菊
地
翔
也
（
関
柴

小
５
年
）、五
十
嵐
大
貴
、折
橋
真
亜
子
（
熊

倉
小
４
年
）、
高
畑
幹
汰
、
大
竹
優
太
（
慶

徳
小
６
年
）、長
澤
こ
は
く
（
塩
川
小
４
年
）、

一
重
伊
吹
（
塩
川
小
５
年
）、小
澤
彩
希
（
山

都
小
４
年
）

水
道
課
業
務
班
☎（
２２
）１
５
０
７

最優秀賞　大野有希さんの作品

問問
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喜
多
方
市
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
は
、
７
月

か
ら
合
同
練
習
や
練
習
試
合
を
重
ね
実
力

を
つ
け
て
き
ま
し
た
。
今
後
、
さ
ら
に
個

人
の
実
力
ア
ッ
プ
と
チ
ー
ム
の
結
束
力
を

強
化
し
、
大
会
本
番
に
臨
み
ま
す
。

喜
多
方
市
チ
ー
ム
の
初
戦
は
９
月
９
日

に
行
わ
れ
、
第
４
試
合
で
桧
枝
岐
村
と
対

戦
し
ま
す
。

合
同
練
習
な
ど
で
チ
ー
ム
の
結
束
力
と
実
力
を
強
化

チ
ー
ム
の
初
戦
は

９
月
９
日（
日
）

第
６
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
軟
式
野
球
大
会
は
９
月
８
日
か
ら
１０
月
２８
日
ま
で
、
県

営
あ
づ
ま
球
場
で
行
わ
れ
ま
す
。
大
会
に
は
県
内
５８
市
町
村
が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
す
。
喜
多
方
市
チ
ー
ム
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
応
援
を
お
願
い
し
ま

す
。

喜
多
方
市
チ
ー
ム
の
試
合（
決
勝
戦
ま

で
）は
、
次
の
と
お
り
６
試
合
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

●
９
月
９
日（
日
）午
後
１
時
１５
分
〜

●
９
月
２９
日（
土
）午
後
３
時
００
分
〜

●
１０
月
１４
日（
日
）午
前
９
時
４５
分
〜

●
１０
月
２１
日（
日
）午
前
８
時
００
分
〜

●
１０
月
２８
日（
日
）午
前
８
時
〜

午
前
１１
時
３０
分
〜

  

喜
多
方
市
チ
ー
ム
の
試
合（
予
定
）

一致団結で「まずは１勝！」

みんなで応援しよう！

ム
第６回市町村対抗

福島県軟式野球大会

喜多方市チーム選手団の皆さん（敬称略）
区　　分 氏　　　名 所属チーム名
代　　　表 佐々木五郎 喜多方野球協会
代 表 補 佐 小椋　幸五 喜多方野球協会
監　　　督 青山　光男 元喜多方商業監督

コ　ー　チ 岩瀬　洋一 喜多方市役所
野辺　良一 宮川イーグルス

マネージャー 野辺　善光 宮川イーグルス
スコアラー 村岡　武幸 コープあいづ野球部
1

投　　手

蓮沼　祐二 塩川町野球協会推薦
2 渡部　正幸 上三宮エラーズ
3 大金　進輔 広域消防署
4 黒沢　圭太 マッドオウル
5 蓮沼　優介 ＳＴＫ
6 堀川　貴広 茨城トヨペット
7 瓜生　泰和 宮川イーグルス
8

捕　　手

大竹　克敏 飯塚病院野球部
9 小椋　淳史 ワイルドキャッツ
10 峯岸　伸壽 ＣＨＵＳＵＮＳ
11 會田　頼孝 喜多方ボーイズコーチ
12 物江　　将 飯塚病院野球部
13

内野手

猪俣　昌也 竹田病院野球クラブ
14 目黒　大樹 飯塚病院野球部
15 原　　道夫 宮川イーグルス
16 佐藤　仁志 三菱伸銅
17 笠間　大輔 ＳＤＵ
18 長沢　茂充 ＳＴＫ
19 阿部　幸介 ワイルドキャッツ
20 星　心太郎 ラッキーストライク
21

外野手

渡部　寿一 飯塚病院野球部
22 黒沢　孝弘 塩川町野球協会推薦
23 加藤　洋輔 ＳＴＫ
24 秋山　大樹 飯塚病院野球部
25 佐藤　親一 会津信用金庫
※8月19日現在

　久しぶりの監督を仰せつか
り緊張しています。しかし合
同試合や練習試合を重ねるご
とに、選手たちとともに一戦
一戦勝ち抜いていくことに自
信を持ちました。
　さらに一致団結し、「まずは
１勝！」を目標に頑張ります
ので皆さんの応援をよろしく
お願いします。

喜多方市チーム
監　督

青山光男さん
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スポーツフェスティバル2012inきたかた
※種目により、開催日時、会場、申し込み方法などが

　　異なりますのでご注意ください。

　　　　　　　　　　ボート体験教室
親子でも参加できるボート教室

日　　時　10月7日（日）　午前9時～正午
場　　所　県営荻野漕艇場（高郷町）
対　　象　小学生以上
参加費　無料
準備品　動きやすい服装

問 申　  　高郷総合支所教育課
　　　　　　　　☎0241(44)2263
問 問 申　申問 申

　　　　　　　　　　エアロビクス教室
リズミカルな動きや、ヨガを取り入れた動きも

運動不足解消、健康づくりに

日　　時　10月7日（日）　午前9時30分～正午
場　　所　山都体育館（山都町）
対　　象　小学生以上　
参加費　無料
準備品　動きやすい服装、室内シューズ
問 申　  山都総合支所教育課
　　　　　　　☎(38)2053

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 パラグライダー体験教室
基本動作、操作を学びショートフライトを体験

日　　時　10月7日（日）　午前9時～正午
場　　所　三ノ倉スキー場（熱塩加納町）
対　　象　小学生以上（定員15人）
参加費　無料
準備品　長袖、長ズボンの
　　　　動きやすい服装
問 申　  熱塩加納総合支所
　　　　　　教育課
　　　　　　　☎(36)2117

問 問 申　申

問 問 申　申

やってみんべぇ！
　　　　　　　　　リング DE ゴルフ！
ニュースポーツ体験（リングゴルフ１６ホール、

ペタンクなど）

日　　時　10月7日（日）　午前9時～正午
場　　所　押切川公園スポーツ広場
対　　象　年齢問わずどなたでも
参加費　無料
準備品　動きやすい服装
問 申　 生涯学習課☎（23）２１１６問 問 申　申

　　　　　　　　　　チャレンジ･フェスタin塩川
個人、団体で気軽に参加できるスポーツイベント（えごま豚メンチカツサービスあり）

[個人種目]ストラックアウト、グラウンドゴルフ、風船割りほか

[団体種目]長なわとび(7人)、バスケットボールのフリースロー(3人)

このほか、体力テスト、親子コーディネーショントレーニングなど

（※コーディネーショントレーニング…遊びの動きなどから、運動能力や運動神経を鍛える。）

日　　時　10月８日（月･体育の日）　午前8時30分～正午
場　　所　御殿場公園運動広場（塩川町）
対　　象　小学生以上、親子ｺｰﾃﾞｨﾈｰｼｮﾝﾄﾚｰﾆﾝｸﾞは５歳～小学２年生
参加費　無料
準備品　動きやすい服装
問 申　 塩川総合支所教育課☎（27）４１７４問 問 問 申　申申

生涯学習の広場
いってみよう！みてみよう！やってみよう！
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市
民
プ
ー
ル
の
供
用
期
間
外
に
指
定
す

る
屋
内
プ
ー
ル
を
利
用
し
た
場
合
、
利
用

料
金
の
一
部
を
助
成
し
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
健
康
・
体
力
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
。

◆
対
象
者

小
学
生
以
上
の
市
民

◆
期
間

平
成
２４
年
９
月
３
日
か
ら
平
成

２５
年
３
月
３１
日
ま
で

◆
指
定
す
る
屋
内
プ
ー
ル

会
津
若
松
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ー
ル（
河

東
町
南
高
野
字
金
剛
田
）

◆
助
成
額

会
津
若
松
市
民
の
料
金
と
の

差
額
を
助
成
し
ま
す
。

○
大
人

１
回
２
６
０
円

○
高
校
生

１
回
２
１
０
円

○
小
中
学
生

１
回
１
０
０
円

※〔
参
考
〕通
常
の
プ
ー
ル
利
用
料
金

○
大
人

１
回
７
８
０
円

○
高
校
生

１
回
６
３
０
円

○
小
中
学
生

１
回
３
１
０
円

◆
申
し
込
み
の
手
続
き
な
ど

助
成
制
度
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
事

前
の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
細
に

つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

申
請
に
つ
い
て
は
、
印
鑑
を
ご
持
参
の

う
え
、
生
涯
学
習
課
ま
た
は
各
総
合
支
所

教
育
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎（
２３
）２
１
１
６

市
民
が
参
加
す
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
各

種
イ
ベ
ン
ト
等
を
主
催
す
る
団
体
等
へ
、

自
動
体
外
式
除
細
動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）を
無
料

で
貸
し
出
し
ま
す
。

◆
貸
出
条
件

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
に
必
要
な

講
習
を
修
了
し
た
者
が
、
対
象
と
な
る
事

業
期
間
を
通
じ
て
そ
の
会
場
な
ど
に
い
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

◆
貸
出
期
間

対
象
と
な
る
事
業
の
開
催

日
前
日
か
ら
開
催
日
の
翌
日
ま
で
を
限
度

と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
期
間
の
最
終
日
が

教
育
委
員
会
の
閉
庁
日
に
あ
た
る
場
合

は
、
そ
の
翌
日
ま
で
と
し
ま
す
。

◆
申
請
手
続

借
用
予
定
日
の
３
か
月
前

か
ら
２
週
間
前
ま
で
に
、
借
用
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
係
る
講

習
の
修
了
証
な
ど
の
写
し
を
添
付
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
借
用
申
請
書
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎（
２３
）２
１
１
６

生涯学習の広場
いってみよう！みてみよう！やってみよう！

９
月
１６
日（
日
）各
町
の
代
表
選
手
が
高

郷
総
合
支
所
前
か
ら
、
押
切
川
公
園
ス
ポ

ー
ツ
広
場
ま
で
の
１１
区
間
、
３７･

１
㌔
㍍

で
健
脚
を
競
い
ま
す
。
沿
道
で
の
ご
声
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

大
会
コ
ー
ス
周
辺
で
は
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
大
会
運
営
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

大
会
当
日
は
Ｆ
Ｍ
き
た
か
た
で
、
レ
ー

ス
状
況
や
中
継
所
で
の
様
子
な
ど
が
生
放

送
さ
れ
ま
す
。

選
手
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
放
送

を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
激
励
や
心

温
ま
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

﹇
Ｆ
Ｍ
き
た
か
た]

周
波
数
７８
・
２
㍋
ヘ
ル
ツ

☎（
２２
）１
０
０
２
Ｆ
Ａ
Ｘ（
２１
）１
７
７
０

http://w
w
w
.fm
-kitakata.co.jp/

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎（
２３
）２
１
１
６

問問

申申

問問

問問

申申

申申

器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）を

自
動
体
外
式
除
細細
動
器

貸
し
出
し
ま
す

助
成
の
お
知
ら
せ

屋
内
プ
ー
ル
の
利利
用
助

一
周
駅
伝
競
走
大

第
６
回
喜
多
方
市市
内

会
開
催

≪前半戦≫
スタート［高郷総合支所前］ 午前8時40分※
１区（フリー）･･･　3.0㎞
第１中継所［高郷町川井橋前］ 8時49分
　２区（フリー）･･･　3.0㎞
第２中継所［山都総合支所前］ 8時58分
　３区（フリー）･･･　2.2㎞
第３中継所［江原産業前］ 9時5分
≪後半戦≫
スタート［塩川総合支所前］ 9時20分
　４区（フリー）･･･　3.8㎞
第４中継所［南部製版所塩川工場前］ 9時31分
　５区（フリー）･･･　3.7㎞
第５中継所［喜多方浄化センター前］ 9時43分
　６区（女子または45才以上の男子）･･･　2.9㎞
第６中継所［押切川公園スポーツ広場前］ 9時55分
　７区（フリー）･･･　4.7㎞
第７中継所［熱塩加納町鈴木建設前］  10時9分
　８区（フリー）･･･　4.1㎞
第８中継所［熱塩加納総合支所前］ 10時21分
　９区（女子または45才以上の男子）･･･　2.9㎞
第９中継所［三井金属前］ 10時30分
　10区（フリー）･･･　3.7㎞
第10中継所［ほまれ酒造前］ 10時41分
　11区（中学男子または40才以上の男子）･･･　3.1㎞
ゴール［押切川公園スポーツ広場］ 10時50分

※先頭通過予想時間
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◆
開
催
日

９
月
９
日（
日
）

《
第
１
部
》

「
会
津
ま
ほ
ろ
ば
街
道
め
ぐ
り
」

◆
集
合
場
所

上
三
宮
公
民
館

◆
時
間

午
後
１
時
３０
分
〜
５
時

◆
定
員

先
着
２５
人

◆
見
学
地

弘
安
寺
〜
法
用
寺
〜
龍
興
寺

◆
案
内

志
村
和
子
氏（
会
津
ま
ほ
ろ
ば

里
人
の
会
会
長
）

《
第
２
部
》

「
三
島
神
社
太
々
神
楽
鑑
賞
」

◆
時
間

午
後
７
時
３０
分
〜
９
時

◆
場
所

上
三
宮
町
三
島
神
社
境
内

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
上
三
宮
公

民
館
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

上
三
宮
公
民
館

☎（
２２
）０
９
１
２

シリーズ

喜
多
方
市

づ
くく
り
の
指
針

蓮
沼
門
三
氏

そ
の
②

今
月
は
、
蓮
沼
門
三
氏
の
考
え
が
「
喜
多
方
市

人
づ
く
り
の
指
針
」
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て

い
る
の
か
を
紹
介
し
ま
す
。

別
事
業

生
涯
学
習
推
進
特特
別道

め
ぐ
り
と

会
津
ま
ほ
ろ
ば
街街
道々

神
楽
の
鑑
賞

三
島
神
社社
太

愛なき人生は暗黒なり愛なき人生は暗黒なり
汗なき社会は堕落なり汗なき社会は堕落なり

【
未
来
を
拓ひ

ら

く
喜
多
方
人
】

一
つ

強
い
心
・
愛
敬
の
心
な
ど
、

豊
か
な
心
を
持
つ
人
に
な
ろ
う

一
つ

命
の
大
切
さ
を
知
り
、
心
身

と
も
に
健
康
な
人
に
な
ろ
う

一
つ

郷
土
の
自
然
や
文
化
、
歴
史
、

伝
統
に
誇
り
を
持
ち
、
よ
り
素

晴
ら
し
い
地
域
を
創
造
す
る
人

に
な
ろ
う

一
つ

社
会
の
一
員
と
し
て
人
の
道
を

わ
き
ま
え
、
良
心
に
背
く
こ
と

の
な
い
人
に
な
ろ
う

一
つ

夢
や
目
標
に
向
け
て
何
事
に
も

挑
戦
し
、
世
界
に
羽
ば
た
く
人

に
な
ろ
う

こ
れ
ら
の
こ
と
を
受
け
、

特
に
家
庭
教
育
に
お
け
る
親（
保
護
者
）

の
役
割
を
十
分
に
踏
ま
え
、
家
族
の
絆
を

大
事
に
し
な
が
ら
、
健
康
で
明
る
い
家
庭

を
築
く
よ
う
努
め
よ
う

蓮沼門三の蓮沼門三の
３つの考え３つの考え

親（
保
護
者

問問

申申

三島神社太々神楽の一幕

・汚れている学生寄宿舎を一人でもくもく
と清掃。賛同する仲間が増えた。
・多くの人と自然の恵みに生かされている
ことに感謝し、他の人のため力をつくす。

「強い心」「社会の一員」
「挑戦」

実
じっ

行
こう

実
じつ

働
どう

感謝の気持ちでやりとげること

・野の花の美しさにも涙するやさしさ。
・教師の時、乱暴者といわれていた５人
の子供の可能性を信じ、善導する。

「愛敬の心」
「命の大切さ」「良心」

明
め い こ ん

魂
だれもが、本来生まれながらにも
っている明るい心

・関東大震災では、全国からボランティア
を募り、支援・援助にあたる。
・集団就職でさみしい思いをしている青年
を招き、映画会やダンス会などを開催。
「家族の絆」「人の道」
「地域を創造する人」

総
そ う こ う ふ く

幸福総総
自分だけではなく、全ての人が幸
せになれる道を目指すこと

幸


